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i) 1s のとき 点 Aは 1≦xy で表される領域の外にある。 

 曲線 1xy と AOおよび ABとの交点の x座標を、それぞれ 21 , xx とおくと 
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 求める面積を )(sf とすると、 
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ii) 1≦s のとき 点 Aは 1≦xy で表される領域内にある。 

このとき、曲線 1xy と ABが共有点を持つか調べる。 
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1s ならば 0D で、共有点を持たない。いずれにしても、三角形 ABC全体が 1≦xy に含まれる。 
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